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批判的思考 とは、証拠に基づ く論理的で偏 りのない思考である。学校での学習だけでな

く、 日常生活や職業生活において、話 を聞く、文章 を読む、メデ ィアか ら情報 を集 める、

自分の考えを述べる、問題解決 ・決定する時などに働 いている。 これは 「相手 を批判す る

思考」 とは限 らず、む しろ 自分の推論過程 を吟味す る内省 的思考である。た とえば、福島

第一原子力発電所事故の放射能による健康被害 について、いま も不確かな情報が錯綜 して

お り、市民に十分 な情報が提供 されているとは言い難 い。 したがって、市民ひ とりひ とり

が情報 を批判 的に吟味 し、判断 ・行動することが求め られている。

私 は、大学の研究者 として、批判的思考のプロセスや メカニズムを解 明するための基礎

研究を進 めている。た とえば、人の思考において誤 りが生 じる要因を心理学実験によって

明らかに し、メタ認知、推論、意思決定や問題解決 とい う側面か ら理論的に説明 してきた。

さらに大学の初年次教育か ら専門教育の各段階 において、批判的思考のできる市民、専門

的職業人、研究者 を育て る教育実践を進 めてきた[楠 見 ・子安 ・道 田2011]。 しか し、批判

的思考力を育成す るには、大学教育だ けでは十分でな く、小 中高か らの一貫 した教育や市

民に対するアプローチが必要である。そのためにも、小 中高校の先生やマスメディア、コ

ミュニティとのコラボ レーシ ョンが重要だと考 えている。

第一のコラボ レーシ ョンは、小学校 ・中学校 ・高校 において、体系的な批判的思考教育

をお こな うための連携である。そ こで私たちが進めているのは、児童 ・生徒の批判的思考

態度や批判的学習スキルが、学年によってどのように発達す るか、 どの ような学習活動が

影響 を及ぼすのかを明 らかにすることである[楠見2011,楠 見 ・田中 ・平山 ・冨江2007]。

さらに、批判 的思考の教授法、教材、測定 ツールの提案 を通 して、教育改善に貢献す るこ

とを目指 している。

第二のコラボ レーシ ョンは、マスメディアや ジャーナ リス ト、行政の広報担 当者 との連

携である。 これは、 コラボ レーシ ョンによって、市民の批判的思考態度や知識 を向上 させ

るコミュニケーシ ョンの方策 を考 えることである。いたず らにセ ンセーシ ョナルな報道 を

した り、全 く知識 がない者 と扱 って一方向的な説明をす るのではな く、市民の生活経験 に

基づ く考え方を考慮 した上で、対立す る議論 とその根拠 を提示す ること、そ して市民が適

切な情報を収集 し、熟考 した うえでの意思決定や行動ができるように支援することが重要

である。

第三は、批判 的コミュニティを形成す るためのコラボ レーシ ョンである。これは、家族、

学校 、職場、地域 において、批判的思考に基づ く対話ができる場 をつ くるための実践であ
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る。 ここでは、自分 自身で適切 な情報 を集 め、人に正確 に伝 え、協同 して問題 を解決す る

ことが大切 となる。 さらに、電子掲示板 のよ うに見知 らぬ人か ら構成 され、空間を越えて

結びつ くネ ッ トコミュニティを批判的な議論 のできる場 とす るには、どのよ うにすればよ

いかは今後の重要な検討課題である。

以上述べてきた3つ のコラボ レーシ ョンは、批判的思考に関す る大学の研究 を社会にお

いて役立てるとともに、大学 にお ける研究成果の リア リテ ィの検証 と、新たな問題発見の

場 となる。その点で、大学 と社会 との円環するコラボ レーシ ョンである。 こ うしたコラボ

レーシ ョンに基づ く批判的思考の教育は、生涯 にわたって 自律的に学ぶ良き学習者、 さら

に個人や社会の問題を適切 に解決する良き市民 を育てることにつながると考える。そ して、

市民がより良い決定を重ねてい くことが、個人のそ して社会全体の幸福 につながる と考 え

ている。
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